
卒
業
や
入
学
、

就
職
な
ど
、

春
に
始
ま
る

新
生
活
は
節

目
と
な
る
門

出
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
思
い

出
す
の
は
、
わ
が
家
の
長
男
の

小
学
校
入
学
式
だ
。
入
学
式
と

い
え
ば
桜
。
雨
の
天
気
予
報
と

満
開
の
桜
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を

撮
り
た
い
親
心
。
前
日
の
う
ち

に
校
門
前
ま
で
出
向
き
、
前
撮

り
を
し
た
▼
迎
え
た
入
学
式
当

日
、
校
門
前
で
気
づ
い
た
の
は

ラ
ン
ド
セ
ル
を
忘
れ
た
こ
と
。

前
撮
り
で
は
ち
ゃ
ん
と
背
負
っ

て
い
た
の
に
。「
別
に
い
い
や
ん
」

と
の
ん
き
な
夫
、
泣
き
そ
う
な

長
男
、
焦
る
私
。
夫
に
走
っ
て

取
り
に
帰
る
使
命
を
与
え
、
滑

り
込
み
セ
ー
フ
。
冷
や
汗
の
入

学
式
だ
っ
た
▼
桜
を
見
る
と
、

過
ぎ
し
春
の
記
憶
が
鮮
明
に
よ

み
が
え
る
。
そ
ん
な
長
男
も
５

年
生
に
な
る
。
忘
れ
物
も
多
い

が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
姿

は
頼
も
し
く
な
っ
た
。こ
の
姿
を

拝
め
る
の
も
あ
と
２
年
。
多
少

の
つ
ま
ず
き
は
気
に
せ
ず
、の
び

の
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
。�

（
し
ま
）

滋賀県にゆかりの物語
軽妙な語りで観客を魅了

うの家で講談さんぽ

いってらっしゃい
夏にまた会おうね

　物部幼稚園の４歳児約30人が、ほたるの森資料館の館
長からホタルの話を聞いて学んだ後、近所のお寺に出か
け、境内を流れる川でホタルの幼虫を放流しました。
　園児たちは紙コップに入れてもらったホタルの幼虫に

「いってらっしゃい」と声をかけ、初夏に飛翔するホタル
に再び会いに来ることを約束して一斉に放流しました。

ホタルの幼虫を放流

　うの家で講談師・旭
きょく

堂
どう

南
なん

風
ぷう

さんによる講談会が開かれ、
「瀬田の唐橋と山岡兄弟」など滋賀県にゆかりのある講談
3本を披露しました。町家の独特な雰囲気の中、高座にあ
がった南風さんは、笑いを誘ったり現代に置き換えたり
しながら、歴史や昔の暮らしの一場面をいきいきと語り、
観客を物語の世界にひきこんでいました。

双眼鏡双眼鏡

3月6日 福寿院横の川

集まろう、語ろう、聴こう図書館のこと
図書館のこれまでとこれから

　市立図書館友の会が開催し、前市長、元県立図書館長、
市立図書館長の3人がリレートークを行いました。
　前市長は現在の図書館が完成するまでの苦労話や未来
像、元県立図書館長は図書館の可能性や期待、これらを
受けて現図書館長が目指したい図書館の形などについて
語り、参加した市民は熱心に聴き入っていました。

「図書館を語ろう」リレートーク

3月4日 市立図書館

3月12日 守山宿・町家“うの家”

親しくなろう
Let’s make new friends

　楽しく交流しながら異文化への理解を深めようと、市国
際交流協会が開催しました。守山南中学吹奏楽部・書道部
によるパフォーマンスや、日本語教室で学ぶ外国人による
日本の歌の合唱、空手道の演武などが披露されました。
　また体験の広場では、茶道、生け花、折り紙などを、外
国人、日本人、大人、子どもみんなが楽しんでいました。

国際交流の広場

3月5日 市民交流センター

守山市の人口

令和5年2月28日現在
（前月比）

男�4 2,104（－  4）
女�4 3,558（＋  25）

人口� 85,662（＋  21）

世帯数� 34,498（＋ 13）
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